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(1)

【
論
文
】 

 

宮
沢
賢
治
文
学
に
お
け
る
地
学
的
想
像
力
（
十
一
） 

 
 
 

基
礎
編
：「〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕」
の
検
証
（
そ
の
二
） 

 
 
 
 
 

―
賢
治
が
採
取
し
た
岩
石
標
本
及
び
地
学
的
考
察
― 

 

鈴 

木 

健 

司 
 

 
  

本
稿
は
「
宮
沢
賢
治
文
学
に
お
け
る
地
学
的
想
像
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
企
図
さ
れ
た
、
連
作
論
文
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、（
一
）

「
基
礎
編
：
珪
化
木
（
Ⅰ
）
及
び
瑪
瑙
」（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文
学
部
第
21-

2
号
）、（
二
）「
基
礎
編
：
珪
化
木
（
Ⅱ
）」（「
言
語
文

化
」
第
20
号
、
文
教
大
学
言
語
文
化
研
究
所
）、（
三
）「
基
礎
編
：〈
ま
ご
い
淵
〉
と
〈
豊
沢
川
の
石
〉」（「
注
文
の
多
い
土
佐
料
理
店
」
第
12
号
、

高
知
大
学
宮
沢
賢
治
研
究
会
）、（
四
）「
応
用
編
：
楢
ノ
木
大
学
士
と
蛋
白
石
、
発
展
編
：
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
地
学
」（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学

文
学
部
第
22-

1
号
）、（
五
）「
応
用
編
：
修
羅
意
識
と
中
生
代
白
亜
紀
」（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文
学
部
第
22-

2
号
）、（
六
）「
応
用
編
：

第
三
紀
泥
岩
と
影
―
朔
太
郎
的
不
安
と
の
類
似
性
―
」（「
文
教
大
学
国
文
」
第
38
号
）、（
七
）「
基
礎
編
：『〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕』
の

検
証
（
そ
の
１
）
―
『
五
間
ヶ
森
』
と
そ
の
周
辺
―
」（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文
学
部
第
23-

1
号
）、（
八
）「
応
用
編
：『
岩
頸
』
意
識

に
つ
い
て
―
〈
現
実
〉
と
〈
心
象
〉
―
」（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文
学
部
第
23-

2
号
）、（
九
）「
基
礎
編
：
安
山
集
塊
岩
―
花
巻
農
学
校

で
の
土
性
調
査
実
習
に
か
ら
め
て
―
」（「
宮
沢
賢
治
研
究annual

」
№
20
）（
十
）「
基
礎
編
：「
盛
岡
附
近
地
質
図
」
の
検
証
―
飯
岡
層
の
扱
い

を
中
心
に
―
」（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文
学
部
第
24-

1
号
）
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

本
稿
は
、「〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕」
の
検
証
」（
そ
の
２
）
と
し
て
、「〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕」
に
記
載
さ
れ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の

岩
石
標
本
採
取
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、
実
地
調
査
を
試
み
た
報
告
で
あ
る
。
賢
治
が
採
取
し
た
と
推
定
さ
れ
る
岩
石
の
種
類
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
地
学
的
考
察
を
加
え
て
い
く
。 

 

本
調
査
に
際
し
、
紫
波
町
在
住
の
地
質
学
者
、
照
井
一
明
（
理
学
博
士
）
氏
の
全
面
的
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
申
し
添
え
て
お

く
。
照
井
氏
は
ほ
ぼ
全
行
程
を
同
行
し
て
く
だ
さ
り
、
岩
石
標
本
採
取
ポ
イ
ン
ト
の
確
定
作
業
や
各
調
査
地
域
の
地
質
学
的
特
徴
な
ど
も
ご
教

示
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
盛
岡
市
在
住
の
泉
澤
竹
男
氏
、
花
巻
氏
在
住
の
岩
田
安
正
氏
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
ほ
ぼ
毎
回
ご
同
行
い
た
だ
き
、

熊
対
策
（
鈴
・
爆
竹
）
な
ど
も
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
よ
う
な
山
岳
地
帯
の
調
査
は
、
崖
崩
れ
な
ど
常
に
危
険
が
伴
っ
て
お
り
、
私
の
よ

う
な
山
に
も
地
質
に
も
素
人
の
者
が
、
無
事
に
調
査
を
完
了
で
き
た
の
も
、
照
井
、
泉
澤
、
岩
田
各
氏
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
改
め
て

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 
 

照
井
一
明
氏
は
、
本
来
な
ら
ば
著
者
の
一
人
と
し
て
遇
す
べ
き
で
あ
る
が
、
岩
種
の
判
断
に
お
い
て
照
井
氏
の
ご
指
導
と
多
少
異
な
る
点
が

あ
る
た
め
、
最
終
的
な
責
任
は
す
べ
て
鈴
木
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
単
著
と
し
た
。 
 

ま
た
、
本
研
究
で
は
、
調
査
費
と
し
て
文
教
大
学
学
長
調
整
金
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
宮
沢
賢
治
、
地
質
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
、
豊
沢
川
、
石
英
斑
岩 
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(2)

 
 

－ 

作
品
「
泉
あ
る
家
」
に
見
ら
れ
る
「
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」

の
作
成
法 

  

賢
治
の
作
成
し
た
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
の
分

析
・
復
元
に
取
り
か
か
る
前
に
、
『
「
短
編
梗
概
」
等
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
「
泉
あ
る
家
」
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
天
沢
退

二
郎
（
筑
摩
版
文
庫
版
全
集
「
解
説
」
）
は
「
泉
あ
る
家
」
を

最
も
「
小
説
」
に
近
い
作
品
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
鉱
夫
を

売
春
客
と
し
て
と
る
こ
と
が
あ
る
娘
と
祖
父
と
の
二
人
暮
し
、

と
い
う
山
あ
い
の
家
が
作
品
の
舞
台
で
あ
る
。
地
質
調
査
の
た

め
に
山
に
入
っ
た
富
沢
と
斉
田
の
若
者
二
人
は
、
偶
然
そ
の
家

に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
地
質
調
査
の
仕
事
が
、
若
者

二
人
を
鉱
夫
相
手
の
曖
昧
宿
と
い
う
現
実
に
出
会
わ
さ
せ
た
の

で
あ
り
、
素
材
の
特
異
性
が
「
小
説
」
と
い
う
手
法
に
近
づ
か

せ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

「
泉
あ
る
家
」
は
、
賢
治
の
実
体
験
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
、
賢
治
が
ど
の
よ
う
に
「
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い
っ
た
か
、
作
品
の
主
題
へ
の
興
味
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
作
品
は
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
法
に

関
し
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
素
材
と
な
っ
た
地
質

調
査
だ
が
、
天
沢
は
「
一
九
一
八
年
の
土
性
調
査
行
き
の
体
験

を
素
材
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
（
前
出
）
と
推
定
し
て

い
る
が
、
内
容
を
よ
く
吟
味
す
る
な
ら
、
「
一
九
一
八
年
の
土

性
調
査
」
（
稗
貫
郡
地
質
及
土
性
調
査
・
大
正
七
年
）
で
は
な

く
、
そ
の
前
年
（
大
正
六
年
）
の
夏
休
み
に
友
人
と
三
人
で
実

施
し
た
「
江
刺
郡
地
質
調
査
」
が
素
材
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

た
方
が
適
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
鉱
山
の
名
と
さ
れ
る
「
青
金

鉱
山
」
が
、
下
書
稿
段
階
で
、
実
在
す
る
「
赤
金
鉱
山
」
（
現

在
の
江
刺
市
赤
金
）
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
す
で
に
、
宮
城
一
男
（
『
宮
沢
賢
治
の
生
涯
│
石

と
土
へ
の
夢
│
』
昭
55
・
11
、
筑
摩
書
房
）
や
、
亀
井
茂
（
「
宮

沢
賢
治
と
盛
岡
高
等
農
林
学
校
断
片
（
六
）
│
宮
沢
賢
治
江
刺

郡
地
質
調
査
の
動
機
と
目
的
を
め
ぐ
っ
て
│
」
（
「
早
池
峯
」

第
21
号
、
平
７
・
３
）
の
指
摘
が
あ
る
。 

 

で
は
、
「
泉
あ
る
家
」
に
は
、
ど
の
よ
う
に
地
質
調
査
の
方

法
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
か
、
以
下
に
抜
き
出
し
て
み
る
。 

 

・
こ
れ
が
今
日
の
お
し
ま
い
だ
ろ
う
、
と
い云
い
な
が
ら
さ
い
た

斉
田

は
青
じ
ろ
い
薄
明
の
流
れ
は
じ
め
た
県
道
に
立
っ
て
が
け崖
に

露
出
し
た
せ
き
え
い
は
ん
が
ん

石
英
斑
岩
か
ら
一
か
け
の
標
本
を
と
っ
て
新
聞

紙
に
包
ん
だ
。 

 

富
沢
（
と
み
ざ
わ
）
は
地
図
の
そ
の
点
に
だ
い
だ
い
橙
を
塗
っ

て
番
号
を
書
き
な
が
ら
読
ん
だ
。
斉
田
は
そ
れ
を
包
み
の

上
に
書
き
つ
け
て
は
い
の
う

背
嚢
に
入
れ
た
。 

 

二
人
は
早
く
重
い
岩
石
の
袋
を
お
ろ
し
た
さ
に
あ
と
は

だ
ま
っ
て
県
道
を
北
へ
下
っ
た
。 

 
・
二
人
と
も
巨
き
な
背
嚢
を
し
ょ
っ
て
地
図
を
首
か
ら
か

け
て
鉄
槌
を
持
っ
て
い
る
。 
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(3)

・
（
郡
か
ら
土
性
調
査
を
た
の
ま
れ
て
盛
岡
か
ら
来
た
の

で
す
が
。
） 

 
（
田
畑
の
地
味
お
調
べ
で
す
か
。
） 

 
（
ま
あ
そ
ん
な
こ
と
で
。
） 

 

・
二
人
は
そ
こ
に
あ
っ
た
も
み
く
し
ゃ
の
単
衣
を
汗
の
つ

い
た
シ
ャ
ツ
の
上
に
着
て
今
日
の
仕
事
の
整
理
を
は
じ
め

た
。
富
沢
は
色
鉛
筆
で
地
図
を
彩
り
直
し
た
り
、
手
帳
へ

書
き
込
ん
だ
り
し
た
。
斉
田
は
岩
石
の
標
本
番
号
を
あ
ら

た
め
て
包
み
直
し
た
り
レ
ッ
テ
ル
を
張
っ
た
り
し
た
。 

 
 

右
記
の
引
用
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
〈
採
取

地
点
で
の
作
業
〉
と
〈
宿
で
の
作
業
〉
と
に
分
け
ら
れ
る
。
〈
採

取
地
点
で
の
作
業
〉
は
、
ま
ず
、
採
取
地
点
を
決
定
す
る
。
次

に
、
岩
石
標
本
を
採
取
し
岩
石
名
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
岩

石
標
本
を
新
聞
紙
に
包
む
。
そ
れ
か
ら
、
地
図
に
採
取
地
点
を

橙
で
塗
る
。
さ
ら
に
、
地
図
に
番
号
を
書
き
込
む
。
最
後
に
、

新
聞
紙
に
番
号
を
書
き
込
み
、
背
嚢
に
入
れ
る
、
と
な
る
だ
ろ

う
。
〈
宿
で
の
作
業
〉
は
、
色
鉛
筆
で
地
図
を
彩
り
直
す
。
手

帳
へ
書
き
込
む
。岩
石
の
標
本
番
号
を
あ
ら
た
め
て
包
み
直
す
。

レ
ッ
テ
ル
を
張
る
、
な
ど
で
あ
る
。 

  

〈
採
取
地
点
で
の
作
業
〉
で
理
解
し
に
く
い
の
は
、
「
地
図

に
採
取
地
点
を
橙
で
塗
る
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
業
は
何
を
意

味
す
る
か
。
坂
幸
恭
著
『
地
質
調
査
と
地
質
図
』（
朝
倉
書
店
、

平
５
・
４
）
で
確
認
し
て
み
る
と
、
「
岩
相
の
記
載
」
の
箇
所

に
、
「
露
頭
ご
と
に
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
岩
石
の
種
類
を
あ

ら
か
じ
め
定
め
て
あ
る
色
で
表
示
す
る
．
詳
細
は
地
点
番
号
を

設
け
て
野
帳
に
記
載
す
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
岩
相
（
岩
の

種
類
）
は
色
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
石
英
斑
岩
」
が
「
橙
」

で
塗
ら
れ
た
こ
と
は
、
後
に
示
す
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ

プ
〕
」
で
、
賢
治
が
流
紋
岩
を
赤
系
で
彩
色
し
た
こ
と
と
同
じ

と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
石
英
斑
岩
と
流
紋
岩
は
同
じ
仲
間
の

岩
で
あ
る
。
成
分
的
に
は
花
崗
岩
と
も
同
じ
で
、
形
成
さ
れ
た

場
所
が
石
英
斑
岩
の
場
合
、
花
崗
岩
と
流
紋
岩
の
中
間
で
あ
り

半
深
成
岩
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
成
分
と
し
て
二
酸
化
珪
素
の
含

有
が
七
〇
㌫
を
超
え
る
と
同
じ
仲
間
と
し
て
分
類
さ
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
採
取
場
所
を
点
（
お
そ
ら
く
色
鉛
筆
使
用
）
と
し
て

記
録
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。 

 

〈
宿
で
の
作
業
〉
は
、
一
つ
一
つ
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

参
考
の
た
め
、
『
地
質
調
査
と
地
質
図
』
（
前
出
）
の
「
宿
舎

で
の
デ
ー
タ
整
理
」
の
項
を
見
て
お
き
た
い
。
「
一
日
の
調
査

を
終
え
た
ら
，
か
な
ら
ず
そ
の
日
の
う
ち
に
デ
ー
タ
を
別
の
地

形
図
に
写
し
換
え
て
お
く
．
野
外
で
得
ら
れ
た
日
々
の
生
の
デ

ー
タ
が
，
こ
う
し
て
，
そ
の
地
位
図
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
．
こ

れ
が
地
質
図
の
土
台
と
な
る
も
の
で
，野
稿
図
と
呼
ん
で
い
る
．

ル
ー
ト
に
沿
う
地
質
柱
状
図
（
後
述
）
や
断
面
図
も
作
製
し
て

お
こ
う
．
デ
ー
タ
が
蓄
積
す
る
に
つ
れ
て
，
野
稿
図
は
し
だ
い

に
地
質
図
に
近
づ
い
て
く
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

知
識
を
前
提
に
す
る
と
、
「
泉
あ
る
家
」
で
富
沢
た
ち
の
お
こ

―220― 



宮沢賢治文学における地学的想像力（十一） 

 

(4)

な
っ
て
い
た
作
業
の
意
味
が
理
解
し
や
す
く
な
る
。 

 
ま
ず
、
「
色
鉛
筆
で
地
図
を
彩
り
直
す
」
だ
が
、
な
ぜ
塗
り

直
す
の
か
。
採
取
ポ
イ
ン
ト
に
付
し
た
色
の
確
認
の
意
味
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、次
の
よ
う
な
考
え
も
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

同
じ
岩
相
の
露
頭
が
続
い
た
場
合
、
色
を
点
と
し
て
で
な
く
、

幅
を
持
っ
た
面
積
と
し
て
塗
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
最
終
的

な
地
質
図
で
は
調
査
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
、
面
と
し
て
色
の
塗
ら

れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。 

 

次
に
「
手
帳
へ
書
き
込
む
」
だ
が
、
こ
れ
は
、
岩
の
種
類
を

採
取
地
点
の
ナ
ン
バ
ー
と
共
に
記
録
す
る
た
め
だ
ろ
う
。
そ
の

他
、
記
録
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
す
べ
て
、
手
帳
に
書
き
込
ん

で
お
く
こ
と
に
な
る
。
『
地
質
調
査
と
地
質
図
』
（
前
出
）
で

は
、
「
露
頭
で
の
観
察
事
項
の
す
べ
て
を
地
形
図
に
書
き
込
め

る
も
の
で
は
な
い
．
そ
こ
で
，
露
頭
ご
と
に
地
点
番
号
を
設
け

て
，
地
形
図
に
そ
の
番
号
を
記
入
し
観
察
事
項
を
野
帳
に
記
載

し
て
お
く
」
と
あ
り
、
「
手
帳
へ
書
き
込
む
」
こ
と
の
重
要
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
岩
石
の
標
本
番
号
を
あ
ら
た
め
て
包
み
直
す
」
だ
が
、
こ

の
目
的
と
し
て
は
、
第
一
に
岩
石
の
種
類
を
確
認
し
手
帳
に
書

き
込
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
胚
嚢
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
岩
石
標
本
は
、
そ
れ
自
体
の
重
み
で
擦
れ
合
い
、
岩
石
を
包

ん
で
い
る
新
聞
紙
を
破
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、
当
然
、
包
み
直
し
や
ナ
ン
バ
ー
の
書
き
直
し
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。 
 

「
レ
ッ
テ
ル
を
張
る
」
と
は
、
採
取
し
た
岩
石
標
本
自
体
に

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
い
た
岩
石
標
本
用
の
ラ
ベ
ル
を
張
る

作
業
の
こ
と
だ
ろ
う
。
地
学
の
専
門
家
で
あ
る
井
上
克
弘
（
『
石

っ
こ
賢
さ
ん
と
盛
岡
高
等
農
林
‐
偉
大
な
風
景
画
家
宮
沢
賢
治

‐
」
（
地
方
公
論
、
平
４
・
５
）
は
「
岩
石
標
本
に
直
接
ラ
ベ

ル
を
張
る
こ
と
は
珍
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
岩
石
に
レ
ッ
テ

ル
（
ラ
ベ
ル
）
を
張
る
こ
と
は
、
賢
治
の
時
代
を
示
す
作
業
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。 

  
 

二 

「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
と
は 

  

賢
治
が
作
成
し
た
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
（
七
）
「
基

礎
編
：
『
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
』
の
検
証
（
そ
の
１
）
」

で
紹
介
を
済
ま
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
「
〔
地
質

調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
の
掲
示
（
図
１
）
の
み
に
と
ど
め
、

説
明
・
解
説
的
部
分
は
、
論
の
展
開
に
応
じ
随
時
補
足
的
に
お

こ
な
う
と
し
た
い
。 

 

現
地
調
査
の
結
果
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
見
え
て
き
た
が
、
ま

ず
は
、
岩
石
標
本
採
取
に
い
た
る
前
段
階
の
問
題
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
宮
沢
家
に
残
さ
れ
て
い
た
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ

ッ
プ
〕
」
は
「
稗
貫
郡
地
質
及
土
性
調
査
」
に
用
い
ら
れ
た
も

の
の
一
部
で
あ
る
。
稗
貫
郡
全
体
を
調
査
す
る
た
め
に
は
、
五

万
分
の
一
の
地
形
図
を
九
枚
必
要
と
し
た
は
ず
だ
が
、
他
の
八

枚
の
存
在
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
一
枚
だ
け
で
も
残
さ
れ

た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
そ
の
地
形
図
は
「
新
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町
（
秋
田
四
号
）
」
（
陸
地
測
量
部
発
行
）
で
、
稗
貫
郡
西
部

山
岳
地
帯
が
広
い
面
積
を
占
め
る
地
形
図
と
い
え
る
。 

 
賢
治
は
苦
労
し
て
山
や
沢
に
分
け
入
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、

後
に
郡
役
所
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
岩
手
県
稗
貫
郡
主
要
部
地

質
及
土
性
略
図
」
で
は
、
残
念
な
が
ら
、
実
際
に
調
査
し
た
区

域
の
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
範
囲
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

稗
貫
郡
の
「
主
要
部
」
か
ら
外
れ
る
た
め
だ
ろ
う
。
た
だ
、
「
岩

手
県
稗
貫
郡
地
質
及
土
性
調
査
報
告
書
」
の
方
を
詳
し
く
読
む

な
ら
ば
、
豊
沢
川
流
域
山
岳
地
帯
の
調
査
結
果
も
少
し
は
報
告

さ
れ
て
お
り
、
賢
治
の
仕
事
が
全
く
の
徒
労
で
な
か
っ
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。 

 

大
正
七
年
七
月
十
七
日
付
、
父
政
次
郎
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
、

「
今
回
の
調
査
は
石
を
負
ふ
事
も
な
く
里
程
も
少
く
横
道
に
も

入
ら
ず
誠
に
容
易
に
御
座
候
」
と
あ
り
、
賢
治
が
岩
石
標
本
を

持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
各
ポ
イ

ン
ト
で
岩
石
を
確
認
し
た
事
実
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
持
ち
帰

っ
た
か
ど
う
か
に
関
し
本
稿
で
は
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
父

宛
の
手
紙
な
の
で
、
父
を
心
配
さ
せ
ま
い
と
す
る
賢
治
の
配
慮

も
う
か
が
わ
れ
る
。 

 

こ
の
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
の
問
題
点
、
疑
問

点
を
整
理
し
て
お
く
。 

 

１
、
採
取
地
点
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ 
 

賢
治
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
の
仕
方
を
見
る
と
、
い
っ
た
ん
沢

の
奥
ま
で
入
り
、
そ
こ
か
ら
沢
の
入
り
口
に
向
か
っ
て
歩
き

出
し
岩
石
標
本
の
採
取
を
始
め
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
沢
の

奥
の
数
字
が
大
き
く
入
り
口
に
向
か
っ
て
数
字
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
は
、

沢
の
最
深
部
が
ど
こ
な
の
か
突
き
止
め
る
こ
と
は
困
難
で
、

調
査
も
沢
の
最
深
部
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
岩
石
標
本
の
採
取
は
沢
の
入
り
口
か
ら
行
わ
れ
て
い
っ

た
、
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。 
 

こ
の
推
定
を
裏
付
け
る
事
例
と
し
て
、
瀬
の
沢
川
の
場
合

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
瀬
の
沢
川
で
は
、
沢
の
入
り
口

か
ら
「
５
・
６
・
７
・
８
」
と
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
沢
の
入
り
口
か
ら
順
に
数
字
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
「
１
・
２
・
３
・
４
」
の
数
字
の
記
載
が
な

く
気
に
な
る
が
、
１
～
４
は
「
花
巻
」
の
地
形
図
に
書
か
れ

て
い
た
と
の
推
定
も
可
能
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
瀬
の
沢
川

だ
け
が
小
さ
な
数
字
か
ら
大
き
な
数
字
へ
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
他
は
す
べ
て
、
沢
の
入
り
口
の
番
号
が
大
き
く
、
沢
の

一
番
奥
が
小
さ
な
番
号
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
地
形

図
は
調
査
に
携
行
さ
れ
た
も
の
で
は
で
な
く
、
書
き
直
し
を

経
た
中
間
段
階
か
、
最
終
段
階
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
標
本
採
取
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
時
点
で
、
一

気
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
直
し
た
結
果
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 
２
、
使
用
さ
れ
て
い
る
ペ
ン 

 
『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
で
は
、
《
筆
記
具
》
と
し
て

「
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
使
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用
ペ
ン
の
異
な
り
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
使
用

さ
れ
た
ペ
ン
は
二
種
類
確
認
で
き
る
。
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
使

わ
れ
て
い
る
ペ
ン
は
や
や
太
く
、
色
あ
せ
も
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
に
対
し
、
岩
石
の
種
類
の
記
載
や
、
地
学
的
な
書
き
込

み
、
ま
た
、
訂
正
箇
所
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
ペ
ン
は
、
細
く

濃
い
印
象
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
太
さ
の
異
な
る
二
種
類

の
ペ
ン
が
使
用
さ
れ
、
太
い
方
が
先
に
、
細
い
方
が
後
か
ら

使
用
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る
。
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に

使
わ
れ
て
い
る
ペ
ン
と
、
岩
石
の
種
類
を
記
載
し
た
ペ
ン
の

種
類
が
異
な
る
こ
と
は
、
や
は
り
、
こ
の
残
さ
れ
た
「
〔
地

質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
が
、
岩
石
採
取
地
点
で
直
接
作

成
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

地
形
図
に
岩
石
の
採
取
地
点
の
み
記
入
し
、
後
日
、
岩
石
の

種
類
を
書
き
込
ん
だ
と
も
い
え
な
く
は
な
い
が
、
何
度
も
沢

に
持
ち
込
ま
れ
た
地
形
図
で
あ
る
な
ら
、
と
て
も
現
存
す
る

「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
の
よ
う
な
き
れ
い
な
保

存
状
態
で
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。 

３
、
水
彩
絵
具
の
使
用 
 

 

『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
で
は
、
《
筆
記
具
》
と
し
て

「
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
」
以
外
と
し
て
、
「
水
彩
絵
具
」

の
使
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。
色
と
し
て
は
二
種
類
で
赤
み
が

か
っ
た
着
色
は
流
紋
岩
系
で
、
茶
色
が
か
っ
た
着
色
は
安
山

岩
系
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
。
地
質
図
に
お
い
て
岩
相
を
色

で
表
す
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
な
ぜ
、
安
山
岩
と
流
紋

岩
地
帯
に
着
色
し
た
の
か
と
い
う
理
由
を
考
え
て
お
き
た
い
。 

 

基
本
的
に
、
こ
の
五
万
分
の
一
の
地
形
図
の
主
要
山
岳
地

帯
は
、
矢
櫃
層
（
湯
口
層
）
、
大
石
層
、
大
荒
沢
層
（
幕
館

層
）
と
い
っ
た
凝
灰
岩
を
基
本
と
す
る
地
層
か
ら
成
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
地
層
の
名
は
賢
治
の

当
時
は
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
凝
灰
岩
地
帯
だ
と
い

う
こ
と
は
、
当
然
賢
治
の
知
識
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
凝
灰
岩
層
を
下
か
ら
突
き
破
る
よ
う
に
噴
出
し
た
の
が
、

安
山
岩
や
流
紋
岩
で
あ
っ
た
。
賢
治
は
そ
れ
を
示
す
た
め
、

茶
や
赤
で
着
色
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え

ば
、
着
色
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
凝
灰
岩
類
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
凝
灰
岩
類
は
あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
に
あ
ち
こ
ち

存
在
し
て
い
る
の
で
、
表
面
積
の
少
な
い
安
山
岩
や
流
紋
岩

を
着
色
し
た
と
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。 

 

着
色
の
様
子
を
詳
し
く
見
る
と
、
寒
沢
川
の
中
流
域
は
、

微
妙
に
茶
系
と
赤
系
が
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
区

域
が
流
紋
岩
地
帯
と
も
安
山
岩
地
帯
と
も
捉
え
得
る
、
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
茶
色
の
濃
い
部
分
は

明
ら
か
な
安
山
岩
地
帯
、
赤
の
濃
い
部
分
は
明
ら
か
な
流
紋

岩
地
帯
を
示
し
て
い
る
。 

  
 

三 

賢
治
が
調
査
し
た
川
、
沢
な
ど 

  
山
岳
地
帯
の
地
質
調
査
を
す
る
場
合
、
川
や
沢
に
沿
っ
て
調

査
を
進
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
岩
石
の
露
頭
を
見

つ
け
や
す
い
た
め
で
、
尾
根
を
歩
く
こ
と
も
な
く
は
な
い
が
、
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「
尾
根
は
一
般
的
に
露
出
状
態
が
不
良
で
あ
る
た
め
、
沢
ほ
ど

に
は
重
視
さ
れ
な
い
」
（
『
地
質
調
査
と
地
質
図
』
前
出
）
。 

 
賢
治
の
調
査
し
た
場
所
も
、
ほ
と
ん
ど
が
沢
で
あ
る
。
川
の

名
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
、
山
に
入
れ
ば
川
も
沢
も
そ
れ
ほ
ど

の
違
い
は
な
い
。 

 

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
の
若
い
順
に
沢
・
川
を
以
下
に
整
理
す
る
。 

①
瀬
の
沢
川
（
５
～
８
） 

②
三
ッ
沢
川
（
９
～
14
） 

③
寒
沢
川
（
15
～
29
＋
ａ
．
ｂ
） 

④
大
沢
川
・
下
し
沢
（
30
～
42
） 

⑤
白
沢
（
48
～
60
） 

⑥
西
の
又
沢
・
東
の
又
沢
（
61
～
68
） 

⑦
出
羽
沢
（
69
～
77
） 

 

そ
の
他
と
し
て
、 

高
倉
山
北
方
（
43
・
44
・
45
）
、
鉛
か

ら
葛
丸
方
面
に
抜
け
る
山
道
（
48
）
、
幕
館
か
ら
山
中
峠
に
む

か
う
尾
根
道
（
78
・
79
・
80
）
が
あ
る
。  

 

表
１
は
、
①
～
⑦
の
沢
・
川
ご
と
に
、
賢
治
が
岩
石
標
本
を

採
取
し
た
場
所
（
ナ
ン
バ
ー
で
示
す
）
と
、
賢
治
が
そ
こ
に
書

き
込
ん
だ
岩
石
の
種
類
、
さ
ら
に
、
今
回
の
調
査
で
同
じ
場
所

か
ら
採
取
さ
れ
た
岩
石
の
種
類
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
（
１
）
賢
治
の
記
述
し
た
岩
種
と
同
じ
も
の
が
採

取
さ
れ
た
場
合
、
（
２
）
賢
治
の
記
述
し
た
岩
種
と
は
異
な
る

も
の
が
採
取
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
、
（
３
）
特
徴
的
な
岩
石
の

露
頭
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
賢
治
が
岩
石
標
本
を
採
取
し
て
い

な
い
場
合
、
（
４
）
採
取
地
点
の
地
層
を
上
下
に
見
た
場
合
、

岩
種
が
異
な
っ
て
お
り
、
賢
治
は
そ
の
一
方
を
採
取
し
て
い
る

場
合
、
な
ど
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、
未
調
査
の
ポ

イ
ン
ト
が
数
か
所
残
さ
れ
た
が
、
今
後
機
会
を
見
つ
け
て
補
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。
た
だ
、
沢
が
深
く
断
念
し
た
ポ
イ
ン
ト

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
再
調
査
の
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。 

①
瀬
の
沢
川
（
５
～
８
） 

 

１
～
４
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
図
上
に
な
い
。
お
そ
ら
く
、
「
花

巻
」
の
地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
区

間
に
は
大
き
な
露
頭
は
な
く
、
見
出
せ
る
岩
石
は
ほ
と
ん
ど
が

凝
灰
岩
類
で
あ
る
。
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
で
、

賢
治
が
凝
灰
岩
類
を
あ
ま
り
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
は
す
で
に

指
摘
し
た
が
、
整
理
・
書
き
直
し
の
段
階
で
凝
灰
岩
類
を
省
い

て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
仮
の
ポ
イ
ン

ト
（
１
？
、
２
？
、
３
？
、
４
？
）
を
設
定
し
、
岩
石
標
本
と

し
て
提
示
し
た
（
写
真
１
・
２
・
３
・
４
）
。 

 

５
、
６
の
ポ
イ
ン
ト
はA

nd.

（
安
山
岩
）
で
あ
る
。
５
（
写

真
５
）
に
は
賢
治
の
記
述
は
な
く
、
６
（
写
真
６
）
は
賢
治
の

記
述
と
一
致
す
る
。
正
確
に
はPropy.

（
変
朽
安
山
岩
）
と
い

う
べ
き
か
。
☆
１
（
写
真
７
）
は
賢
治
の
採
取
ポ
イ
ン
ト
で
は

な
い
が
、
火
山
礫
凝
灰
岩
で
貝
化
石
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
凝

灰
岩
地
帯
（
大
石
層
）
が
海
中
で
生
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
興
味
深
い
。
８
の
ポ
イ
ン
ト
は
沢
の
か
な
り
の
奥
で
林
道

も
な
い
た
め
、
採
取
を
断
念
し
た
。
賢
治
は
ポ
イ
ン
ト
８
の
岩

種
をQ

. Porph.

（
石
英
斑
岩
）
と
記
述
し
て
い
る
。
石
英
斑
岩

は
こ
れ
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
露
出
し
て
お
ら
ず
、
も
し
転
石
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と
し
て
見
出
せ
る
な
ら
、
ポ
イ
ン
ト
８
付
近
か
ら
の
転
石
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
沢
に
入
り
探
索
し
た
と
こ
ろ
、

石
英
斑
岩
の
転
石
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
８
）
。
直

接
ポ
イ
ン
ト
８
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
沢
の

上
流
に
石
英
斑
岩
の
露
頭
の
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。 
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表１ 採取した岩石の対照表 

賢治の 
調査地 

賢治の 
採取 
ポイント 

賢治の表記 調査結果（岩石名） 
一 
致 
度 

写 
真 

瀬の沢川 1 存在せず （火山礫凝灰岩）  1 

 2 存在せず （凝灰岩）  2 

 3 存在せず （角礫凝灰岩）  3 

 4 存在せず （安山岩）  4 

 5  変朽安山岩  5 

 6 And. （andesite・安山岩） 変朽安山岩 ○ 6 

 ☆  火山礫凝灰岩・貝化石  7 

 7  変朽安山岩   

 ☆  石英斑岩  8 

 8 Q. Por.  

（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

未調査   

三ッ沢川 9  角礫凝灰岩  9 

 10  デイサイト  10 

 11 And. （andesite・安山岩） 変朽安山岩 ○ 11 

 12 存在せず    

 13  変朽安山岩  12 

 14  変朽安山岩  13 

 ☆  火山礫凝灰岩・貝化石  14 

 ☆  凝灰岩  15 

 ☆  火山礫凝灰岩  16 

 ☆ 

☆ 

 変朽安山岩 

緑簾石 

 17 
18 

寒沢川 15 Q. Porph  

（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

未調査   

 16 And. （andesite・安山岩） 未調査   

 17 And. （andesite・安山岩） 未調査   

 18 Conglomerate （礫岩） 石英斑岩 × 19 

   礫岩  20 

 19 Q. Porph  

（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩・凝灰岩 △ 21 
22 

 20 Q. Porph  

（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩 ○ 23 

 ☆  角礫凝灰岩   
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賢治の 
調査地 

賢治の 
採取 
ポイント 

賢治の表記 調査結果（岩石名） 
一 
致 
度 

写 
真 

 21 Compact andesite  

（かたい安山岩） 

変朽安山岩 △ 24 

 22 Compact andesite  

（かたい安山岩） 

変朽安山岩 △ 25 

 23 Q. Porph  

（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩 ○ 26 

 24  花崗岩・変朽安山岩  27 
28 

 25 Q. Porph  

（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩 ○ 29 

 26 Granite （花崗岩） 花崗岩  30 
   断層  31 
 27  変朽安山岩  32 
 28 Lip dyke （流紋岩の岩脈） 流紋岩 ○ 33 

 29 Lip dyke （流紋岩の岩脈） 流紋岩 ○ 34 
   流紋岩の岩脈  35 
 ａ  流紋岩  36 
 ｂ  流紋岩  37 
   変朽安山岩  38 
 ☆  変朽安山岩  39 

大沢川から 30 Propyr  
（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 ○ 40 

五間ヶ森・ 
下し沢川へ 

31 And. （andesite・安山岩） 流紋岩 × 41 

 32  変朽安山岩  42 
 33 Compact andesite  

（かたい安山岩） 
変朽安山岩 △ 43 

 34 And. （andesite・安山岩） 変朽安山岩 ○ 44 
 35 And. （andesite・安山岩） 変朽安山岩 ○ 45 

 36 Tuff（凝灰岩）質Conglomerate 
（礫岩） 

浮石凝灰岩  46 

 ☆  凝灰岩・貝化石 ○ 47 
 ☆  砂質凝灰岩  48 
 37 Lip （Liparite・流紋岩） 流紋岩 ○ 49 

 38 Tuff  
（Pumiceous浮石質凝灰岩） 

浮石凝灰岩 ○ 50 

 39 Lip （Liparite・流紋岩） 球顆流紋岩 ○ 51 
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賢治の 
調査地 

賢治の 
採取 
ポイント 

賢治の表記 調査結果（岩石名） 
一 
致 
度 

写 
真 

 40 存在せず    

 41 存在せず    

 42 Lip （Liparite・流紋岩） 流紋岩 ○ 52 
 ☆  黒曜岩  53 
高倉山の 
北方 

43 And. （andesite・安山岩） 未調査   

 44 Propyr  
（propylite・変朽安山岩） 

未調査   

 45 Tuff （凝灰岩） 未調査   

 46 存在せず    

 47 存在せず    

白沢 49 
(48) 
Propyr  
（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 ○ 54 

 49  変朽安山岩  55 
 50  石英斑岩 

変朽安山岩 

 56 
57 

 51  変朽安山岩  58 
 52 Propyr  

（propylite・変朽安山岩） 
変朽安山岩 ○ 59 

 53 Propyr  

（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 ○ 60 
 

 54 Propyr  
（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 ○ 61 

 52 

対岸 

 石英斑岩  62 

 53 
対岸 
 石英斑岩  63 

 55  火山礫凝灰岩  64 

 56 Lip （Liparite・流紋岩） 凝灰岩 × 65 
 57  変朽安山岩  66 
 58 Propyr  

（propylite・変朽安山岩） 
石英斑岩・変朽安山岩 △ 67 

 59 Q. Porph  

（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩 ○ 68 

 60 Propyr  
（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 
流紋岩 

△ 69 
70 

 ☆  流紋岩 （転石）  71 
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賢治の 
調査地 

賢治の 
採取 
ポイント 

賢治の表記 調査結果（岩石名） 
一 
致 
度 

写 
真 

東ノ又沢・ 

西ノ又沢 

61  流紋岩質軽石  72 

 62 Lip （Liparite・流紋岩）  
/ Tuff （凝灰岩） 

流紋岩質凝灰岩 ○ 73 

 63 Propyr  

（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 

石英斑岩 

△ 74 
75 

 64 Granite （花崗岩） 石英斑岩 × 76 
 65 Granite （花崗岩） 石英斑岩 × 77 
 66 And. （andesite・安山岩） 変朽安山岩 ○ 78 
 67 And. （andesite・安山岩） 変朽安山岩 ○ 79 

 68 And. （andesite・安山岩） 変朽安山岩 ○ 80 
出羽沢 ☆  流紋岩   

 69 Propyr  
（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 ○ 81 

 ☆  凝灰岩   

 70  凝灰岩  82 
 71 Propyr  

（propylite・変朽安山岩） 
変朽安山岩 ○ 83 

 72 Propyr  

（propylite・変朽安山岩） 

変朽安山岩 ○ 84 

 73 Q. Porph  
（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩 ○ 85 

 ☆  流紋岩   

 74  石英斑岩 ○ 86 

 75 Q. Porph  
（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩 ○ 87 

 76 Q. Porph  
（Quartz Porphyry・石英斑岩） 

石英斑岩 ○ 88 

 77  変朽安山岩  89 
尾根筋 78 Lip（Liparite・流紋岩）質Tuff 

（凝灰岩） 
未調査   

 79  未調査   

 80 Lip（Liparite・流紋岩）質Tuff 

（凝灰岩） 

未調査   
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②
三
ッ
沢
川
（
９
～
14
） 

 
ポ
イ
ン
ト
９
、
10
と
賢
治
の
記
述
は
な
い
が
、
角
礫
凝
灰
岩

（
写
真
９
）
と
デ
イ
サ
イ
ト
と
推
定
さ
れ
る
岩
種
（
写
真
10
）

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
11
は
賢
治
の
記
述
ど
お

り
で
安
山
岩
（
写
真
11
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
変
質
作
用
を
受

け
て
い
る
の
で
、
変
朽
安
山
岩
と
判
断
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
12
は

数
字
自
体
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
上
で
の
記
載
が
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
13

（
写
真
12
）
、
14
（
写
真
13
）
は
賢
治
の
記
述
は
な
い
が
変

朽
安
山
岩
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
13
と
14
の
間
に
火
山
礫

凝
灰
岩
地
帯
（
大
石
層
）
が
あ
り
、
☆
２
貝
化
石
（
写
真
14
）

が
確
認
で
き
た
。
そ
の
後
の
三
ッ
沢
川
は
、
河
口
に
近
づ
く
に

つ
れ
凝
灰
岩
地
帯
（
☆
３
、
☆
５
）
に
な
る
（
写
真
15
、
16
）
。

☆
４
は
☆
３
☆
５
の
間
に
露
出
す
る
変
朽
安
山
岩
（
写
真
17
）

だ
が
、
ガ
ス
穴
に
は
緑
簾
石
が
コ
ケ苔
の
よ
う
に
、
び
っ
し
り
と
成

長
し
て
い
た
。
作
品
「
台
川
」
に
賢
治
が
コ
ケ苔
を
緑
簾
石
と
見
間

違
え
る
場
面
が
あ
る
が
、
確
か
に
コ
ケ苔
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が

納
得
さ
れ
た
（
写
真
18
）
。 

③
寒
沢
川
（
15
～
29
＋
ａ
．
ｂ
） 

 

寒
沢
川
は
、
奥
深
い
沢
で
、
一
日
で
調
査
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
私
た
ち
は
二
日
か
け
た
が
、
そ
れ
で
も
ポ
イ
ン
ト
15
（
石

英
斑
岩
）
、
16
（
安
山
岩
）
、
17
（
安
山
岩
）
は
未
調
査
と
な

っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
15
、
16
は
私
た
ち
の
歩
い
た
林
道
と
谷
を
挟

ん
だ
反
対
側
で
、
谷
が
深
く
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
賢

治
は
私
た
ち
よ
り
も
ず
っ
と
低
い
水
際
の
道
を
歩
い
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
17
は
さ
ら
に
沢
の
奥
深
く

に
あ
り
、
断
念
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
15
、
16
を
含
め
、
ポ
イ
ン
ト

17
ま
で
調
査
す
る
に
は
、
私
た
ち
は
野
営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 
 

ポ
イ
ン
ト
18
は
賢
治
の
記
述
で
はC

onglom
ereate

す
な
わ

ち
礫
岩
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
礫
岩
ら
し
き
も
の
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
帯
は
石
英
斑
岩
（
写
真
19
）

で
あ
っ
た
。
礫
岩
（
写
真
20
）
が
確
認
で
き
た
の
は
20
～
21
の

間
で
、
火
山
礫
凝
灰
岩
と
似
通
っ
た
も
の
が
多
い
。
た
だ
、
写

真
20
は
角
の
と
れ
た
礫
が
含
ま
れ
て
お
り
、
火
山
礫
凝
灰
岩
と

は
区
別
さ
れ
る
と
判
断
で
き
る
。 

 

ポ
イ
ン
ト
19
は
賢
治
の
記
述
の
通
り
、石
英
斑
岩（
写
真
21
）

が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
、
ポ
イ
ン
ト
19
は
崖
に
な
っ
て
お
り
、

水
際
が
石
英
斑
岩
で
、
そ
の
上
の
地
層
は
凝
灰
岩
（
写
真
22
）

で
あ
る
、
賢
治
は
石
英
斑
岩
を
採
取
し
、
凝
灰
岩
の
方
は
採
取

し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
20
は
賢
治
の
記
述
通
り
石
英
斑

岩
（
写
真
23
）
で
あ
る
。 

 

ポ
イ
ン
ト
21
、
22
は
賢
治
の
記
述
で
はC

om
pact andesite

と
な
っ
て
い
る
。
緻
密
で
硬
い
安
山
岩
を
予
想
し
て
い
た
が
、

私
た
ち
が
歩
い
た
水
面
す
れ
す
れ
の
林
道
は
、
石
英
斑
岩
地
帯

と
い
う
べ
き
岩
相
で
あ
っ
た
。
安
山
岩
が
存
在
す
る
の
は
崖
の

最
上
部
（
幕
舘
層
）
で
、
水
面
か
ら
20
㍍
～
30
㍍
の
高
さ
と
な

る
。
転
石
で
も
拾
わ
な
い
か
ぎ
り
、
安
山
岩
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
賢
治
が
崖
の
上
の
安
山
岩
地
帯
を
歩
い
た
可
能

性
は
林
道
の
関
係
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
賢
治
が
な
ぜ

C
om

pact andesite

と
記
述
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
参
考
ま
で
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に
転
石
の
安
山
岩
（
写
真
24
、
25
）
を
示
す
。 

 
ポ
イ
ン
ト
23
で
は
賢
治
の
記
述
ど
お
り
、
石
英
斑
岩
（
写
真

26
）
を
確
認
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
24
は
賢
治
の
記
述
が
な
い
。
観

察
さ
れ
た
の
は
、
花
崗
岩
と
（
写
真
27
）
変
朽
安
山
岩
（
写
真

28
）
で
あ
っ
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
25
は
賢
治
の
記
述
の
と
お
り
、
石
英
斑
岩
（
写
真

29
）で
あ
っ
た
。ポ
イ
ン
ト
26
は
花
崗
岩
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
確
認
し
た
の
も
花
崗
岩
（
写
真
30
）
で
あ
っ
た
。
こ

こ
の
花
崗
岩
の
露
頭
は
か
な
り
変
質
を
し
て
お
り
、
黄
鉄
鉱
な

ど
の
析
出
も
目
立
っ
た
。
照
井
氏
の
観
察
に
よ
り
25
と
26
の
間

に
花
崗
岩
と
変
朽
安
山
岩
と
の
逆
断
層
の
存
在
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
（
写
真
31
）
。
ポ
イ
ン
ト
27
に
は
賢
治
の
記
述
は
な

い
が
変
朽
安
山
岩
が
確
認
さ
れ
た
（
写
真
32
）
。 

 

ポ
イ
ン
ト
28
、
29
は
賢
治
の
記
述
で
は
、Lip. dyke

？
（
流

紋
岩
の
岩
脈
か
？
）
と
な
っ
て
い
る
。
岩
脈
の
境
目
な
ど
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
が
、
確
か
に
両
ポ
イ
ン
ト
は
流
紋
岩
（
写
真

33
、
34
）
で
あ
っ
た
。
岩
脈
の
実
例
と
し
て
、
照
井
氏
の
観

察
に
よ
り
、
ポ
イ
ン
ト
22
と
23
の
間
の
地
点
で
石
英
斑
岩
を
抜

い
て
い
るLip. dyke

（
流
紋
岩
の
岩
脈
）
が
確
認
さ
れ
た
（
写

真
35
）
。 

 

ａ
、
ｂ
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
表
記
を
し

た
の
か
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
ａ
は
流
紋
岩
（
写

真
36
）
で
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
ｂ
で
は
流
紋
岩
（
写
真
37
）

と
変
朽
安
山
岩
（
写
真
38
）
が
確
認
で
き
、
流
紋
岩
か
ら
安
山

岩
へ
の
岩
相
の
移
り
が
推
定
さ
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
ｂ
よ
り
も
河

口
近
く
の
☆
７
で
は
変
朽
安
山
岩
（
写
真
39
）
の
み
の
岩
相
で

あ
る
。 

④
大
沢
川
・
下
し
沢
（
30
～
42
） 

 

こ
の
区
域
に
関
し
て
は
、
（
七
）
「
基
礎
編
：
『
〔
地
質
調

査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
』
の
検
証
（
そ
の
１
）
―
『
五
間
ヶ
森
』

と
そ
の
周
辺
―
」
で
、
あ
る
程
度
報
告
が
済
ま
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
重
な
り
を
承
知
で
、
採
取
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
が
っ
て

報
告
し
て
お
く
。 

 

ポ
イ
ン
ト
30
～
35
は
大
沢
川
に
そ
そ
ぐ
北
の
又
沢
に
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
30
は
賢
治
の
記
述
通
り
、
変
朽
安
山
岩
（
写
真
40
）

で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
31
は
、
賢
治
は
安
山
岩
と
し
て
い
る
が
、

確
認
さ
れ
た
の
は
流
紋
岩
（
写
真
41
）
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
32

は
賢
治
の
記
述
は
な
い
が
、
変
朽
安
山
岩
（
写
真
42
）
が
確
認

さ
れ
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
33
で
、
賢
治
はC

om
pact andesite

（
か
た
い
安
山

岩
）
と
記
述
し
て
い
る
が
、
確
認
さ
れ
た
の
は
、
硬
く
な
い
変

朽
安
山
岩
（
写
真
43
）
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
34
、
35
は
賢
治

は
安
山
岩
と
記
述
し
て
い
る
。
た
し
か
に
安
山
岩
に
は
違
い
な

い
が
、
私
た
ち
の
確
認
し
た
の
は
変
朽
安
山
岩
（
写
真
44
、
45
）

で
あ
る
。
豊
沢
川
流
域
の
安
山
岩
は
ほ
と
ん
ど
が
グ
リ
ー
ン
タ

フ
変
質
を
受
け
て
お
り
、
新
鮮
な
安
山
岩
を
見
出
す
こ
と
は
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
賢
治
の
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」

へ
の
書
き
込
み
「m

ore or less Propyritized

」
（
多
か
れ
少
な

か
れ
変
質
し
て
い
る
）
は
、
正
し
い
観
察
と
い
え
る
。
賢
治
は

こ
の
ポ
イ
ン
ト
30
～
35
で
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
「
〔
地
質
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調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
に
お
い
て
こ
の
付
近
を
茶
色
に
着
色

し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
ポ
イ
ン
ト
36
は
賢
治
はTuff C

onglom
erate

（
礫
岩
質
凝
灰

岩
）
と
記
述
し
て
い
る
。
確
認
で
き
た
の
は
浮
石
凝
灰
岩
（
写

真
46
）
で
あ
る
。
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
を
見
れ

ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
沢
川
沿
い
で
、
か
な

り
河
口
寄
り
と
い
え
る
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
火
砕
流
か
ら
成
る

男
助
層
で
、
も
う
少
し
沢
を
深
く
入
る
と
大
石
層
が
現
れ
る
。

安
山
岩
の
層
を
覆
う
よ
う
に
火
山
礫
凝
灰
岩
層
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
☆
８
貝
化
石
（
写
真
47
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
逆
に
、
ポ

イ
ン
ト
36
の
男
助
層
を
少
し
河
口
側
に
進
む
と
、
湯
口
層
の
☆

９
砂
質
凝
灰
岩
（
写
真
48
）
が
確
認
で
き
る
。
湯
口
層
は
湖
底

で
の
堆
積
と
い
わ
れ
、
層
理
が
発
達
し
て
い
る
。
海
底
で
の
堆

積
で
あ
る
大
石
層
や
、
火
砕
流
の
男
助
層
と
区
別
さ
れ
る
。 

 

ポ
イ
ン
ト
36
の
男
助
層
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
ポ
イ
ン

ト
38
の
男
助
層
で
、
賢
治
はTuff

（Pum
iceous

）
（
浮
石
質
凝

灰
岩
）
と
記
述
し
て
い
る
。
私
も
浮
石
質
凝
灰
岩
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
（
写
真
49
）
。 

 

ポ
イ
ン
ト
37
、
39
は
五
間
ヶ
森
の
中
腹
で
あ
る
。
賢
治
は
と

も
に
流
紋
岩
（
写
真
50
、
51
）
と
記
述
し
て
い
る
。
39
の
ポ

イ
ン
ト
は
沢
筋
で
、
球
顆
流
紋
岩
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
そ
ろ

ば
ん
玉
の
空
洞
を
多
数
内
包
し
て
お
り
、
白
色
の
石
英
の
残
滓

が
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
。 
 

ポ
イ
ン
ト
40
と
41
は
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
上
に

存
在
し
て
い
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
42
は
下
し
沢
で
あ
る
、
下
し
沢

は
湯
口
層
を
削
っ
て
流
れ
て
い
る
が
、
標
本
と
し
て
は
五
間
ヶ

森
の
裾
に
あ
た
る
流
紋
岩
（
写
真
52
）
が
採
取
さ
れ
て
い
る
。

☆
９
は
黒
曜
岩
（
写
真
53
）
で
、
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ

プ
〕
」
で
は
、
37
と
39
の
間
にO

bs.

（
黒
曜
石
）
と
し
て
記
述

さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
か
、
そ
の
付
近
か
らO

bs.

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
が
確
認
し
た
の
は
、
下

し
沢
の
上
流
で
、
流
紋
岩
に
沿
う
よ
う
に
露
出
し
た
黒
曜
石
で

あ
る
。
岩
石
名
と
し
て
は
黒
曜
岩
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
。 

⑤
白
沢
（
48
～
60
） 

 

白
沢
で
の
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
49
だ
が
、
49
が
２
箇
所
あ
る
の

で
、
賢
治
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
の
原
則
に
し
た
が
い
、
沢
の
よ
り

奥
を
48
と
し
て
お
く
。
白
沢
に
そ
そ
ぐ
沢
で
、
そ
の
沢
の
名
を

確
認
で
き
な
い
が
、
花
崗
岩
の
転
石
が
諸
所
に
あ
る
。
こ
の
沢

で
賢
治
は
花
崗
岩
を
採
取
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
花
崗
岩
が

転
石
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
沢
の
入
り
口
か
ら
ポ
イ
ン
ト
48

ま
で
の
間
、
花
崗
岩
の
露
頭
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
私
は
念
の

た
め
48
の
ポ
イ
ン
ト
よ
り
さ
ら
に
奥
深
く
数
百
メ
ー
ト
ル
入

っ
た
が
、
花
崗
岩
の
露
頭
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
奥
な

の
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
沢
は
、
石
英
斑
岩
と
変
朽
安
山
岩
が
交
互
に
露
出
し
て

い
る
。
と
も
に
変
質
が
著
し
い
。
お
そ
ら
く
石
英
斑
岩
の
割
れ

目
を
安
山
岩
が
下
か
ら
抜
い
た
結
果
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
近

一
帯
は
幕
館
層
（
大
荒
沢
層
）
で
あ
る
。
幕
館
層
は
地
上
形
成

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
他
の
幕
館
層
で
の
観
察
か
ら
推
定
さ
れ

る
こ
と
は
、
石
英
斑
岩
と
安
山
岩
と
の
形
成
順
序
と
し
て
、
石
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英
斑
岩
が
ま
ず
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
安
山
岩
の
マ
グ
マ
の
噴
出

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
基
盤
岩
石
は
、
中
生
代
（
白
亜
紀
）

に
形
成
さ
れ
た
花
崗
岩
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
寒
沢
川
上
流
地

帯
で
、頻
繁
に
露
頭
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
、

基
盤
と
し
て
の
花
崗
岩
と
石
英
斑
岩
、
安
山
岩
と
の
関
係
は
明

確
で
な
い
。
そ
れ
を
判
断
す
る
材
料
が
な
い
。
例
え
ば
、
花
崗

岩
と
石
英
斑
岩
と
の
断
層
箇
所
な
ど
が
観
察
で
き
れ
ば
、
あ
る

程
度
の
こ
と
が
い
え
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
石
英
斑
岩
の
絶

対
年
代
が
判
明
す
れ
ば
、
中
生
代
（
白
亜
紀
）
に
形
成
さ
れ
た

こ
と
の
分
か
っ
て
い
る
花
崗
岩
と
の
関
係
が
つ
か
め
る
だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。 

 

ポ
イ
ン
ト
48
だ
が
、
賢
治
は
変
朽
安
山
岩
と
記
述
し
て
い
る

が
、
私
た
ち
も
そ
れ
を
確
認
し
た
（
写
真
54
）
。
ポ
イ
ン
ト
49
、

50
、
51
は
賢
治
の
記
述
は
な
い
。
49
で
は
変
朽
安
山
岩
（
写
真

55
）
を
確
認
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
50
で
は
石
英
斑
岩
（
写
真
56
）

と
変
朽
安
山
岩
（
写
真
57
）
が
接
近
し
て
露
出
し
て
お
り
、
両

方
を
採
取
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
51
は
変
朽
安
山
岩
（
写
真
58
）
で

あ
っ
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
52
か
ら
は
、
白
沢
の
本
筋
に
も
ど
る
。
最
奥
地
が

52
で
、
沢
の
豊
沢
川
へ
の
合
流
点
に
近
い
ポ
イ
ン
ト
が
60
と
な

る
。
52
～
54
は
賢
治
は
す
べ
て
変
朽
安
山
岩
と
記
述
し
て
い
る
。

私
た
ち
も
変
朽
安
山
岩
を
確
認
し
た
（
写
真
59
、
60
、
61
）
。

た
だ
、
沢
の
対
岸
を
調
べ
る
と
、
52
も
53
も
と
も
に
石
英
斑
岩

（
写
真
62
、
63
）
で
あ
っ
た
。
賢
治
の
通
っ
た
沢
の
道
筋
が
、

た
ま
た
ま
変
朽
安
山
岩
地
帯
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

石
英
斑
岩
側
に
は
歩
け
る
道
は
な
か
っ
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
55
は
賢
治
の
記
述
な
し
だ
が
、
火
山
礫
凝
灰
岩

（
写
真
64
）
を
確
認
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
56
だ
が
、
賢
治
は
流
紋

岩
と
記
述
し
て
い
る
が
凝
灰
岩
（
写
真
65
）
で
あ
っ
た
。
ポ
イ

ン
ト
57
は
賢
治
の
記
述
は
な
い
が
、
変
朽
安
山
岩
（
写
真
66
）

を
確
認
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
58
は
賢
治
は
の
記
述
通
り
で
、
変
朽

安
山
岩
（
写
真
67
）
を
確
認
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
59
も
賢
治
の
記

述
通
り
石
英
斑
岩
（
写
真
68
）
を
確
認
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
60
は

賢
治
は
変
朽
安
山
岩
と
記
述
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
同
地
点

で
変
朽
安
山
岩
（
写
真
69
）
を
確
認
し
た
が
、
流
紋
岩
（
写
真

70
）
も
近
く
に
露
出
し
て
お
り
、
参
考
ま
で
に
両
方
採
取
し
た
。 

 

白
沢
で
は
、
赤
み
が
か
っ
た
☆
10
流
紋
岩
の
転
石
（
写
真
71
）

を
諸
処
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
色
の
流
紋
岩
の
露
頭
を

私
た
ち
は
調
査
中
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
、
52

の
標
本
ポ
イ
ン
ト
の
さ
ら
に
奥
に
、
流
紋
岩
の
大
き
な
露
頭
が

存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。 

⑥
西
の
又
沢
・
東
の
又
沢
（
61
～
68
） 

 

ポ
イ
ン
ト
61
、
62
は
、
照
井
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
ウ
ル

葛
丸
火
山
の
噴
火
に
起
因
す
る
凝
灰
岩
で
あ
る
。
61
に
は
賢
治

の
記
述
は
な
い
が
、
流
紋
岩
質
軽
石（
写
真
72
）
を
確
認
し
た
。

62
は
賢
治
の
記
述
通
り
、Lip. Tuff

（
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
）
を

確
認
し
た
（
写
真
73
）
。
ポ
イ
ン
ト
63
は
、
賢
治
の
記
述
は
変

朽
安
山
岩
だ
が
、
変
朽
安
山
岩
（
写
真
74
）
と
と
も
に
石
英
斑

岩
（
写
真
75
）
も
確
認
さ
れ
た
の
で
、
両
方
採
取
し
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
64
、
65
は
賢
治
の
記
述
に
よ
れ
ばG

ranite

（
花
崗
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岩
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
確
認
で
き
た
の
は
変
質
し
た
石
英
斑

岩
（
写
真
76
、
77
）
で
あ
っ
た
。
林
道
な
ど
当
時
と
異
な
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
崖
を
20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
り
、
沢
底
ま
で

詳
し
く
調
査
し
た
が
、
花
崗
岩
の
露
頭
は
も
と
よ
り
転
石
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
石
英
斑
岩
は

変
質
の
し
か
た
が
特
徴
的
で
、
赤
系
統
の
斑
が
目
を
ひ
く
。
豊

沢
御
影
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
の
花
崗
岩
は
長
石
が
赤
系
で
、

賢
治
が
見
間
違
え
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
可

能
性
は
低
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
な
ぜ
、
賢
治
が
花
崗
岩
と

判
断
し
た
か
は
不
明
と
し
て
お
く
。
「
岩
手
県
稗
貫
郡
主
要
部

地
質
及
土
性
略
図
」
を
見
る
と
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
花
崗
岩
地

帯
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
賢
治
と
し
て
は
自
信
を
持
っ
て
花
崗

岩
を
採
取
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
66
、
67
、
68
で
は
、
賢
治
が
記
述
し
た
と
お
り
、

安
山
岩
（
写
真
78
、
79
、
80
）
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

か
な
り
変
質
し
て
お
り
、変
朽
安
山
岩
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

⑦
出
羽
沢
（
69
～
77
） 

ポ
イ
ン
ト
69
は
賢
治
の
記
述
し
た
通
り
変
朽
安
山
岩
（
写
真

81
）
で
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
70
に
は
賢
治
の
記
述
は
な
い
が
、

凝
灰
岩（
写
真
82
）で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。ポ
イ
ン
ト
71
、

72
、
（
写
真
83
、
84
）
は
賢
治
の
記
述
通
り
、
変
朽
安
山
岩

で
あ
っ
た
。 
 

ポ
イ
ン
ト
73
、
74
、
75
、
76
は
賢
治
は
石
英
斑
岩
と
記
述

し
て
い
る
。
私
た
ち
の
調
査
で
も
す
べ
て
石
英
斑
岩
（
写
真
85
、

86
、
87
、
88
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
一
帯
は

ポ
イ
ン
ト
が
近
い
距
離
で
連
続
し
て
お
り
、
岩
種
と
の
対
応
が

定
か
で
な
い
点
が
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
77
は
変
朽
安
山
岩
（
写
真

89
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 
 

①
～
⑦
の
調
査
に
含
ま
れ
な
い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
高
倉
山

北
方（
43
・
44
・
45
）、鉛
か
ら
葛
丸
方
面
に
抜
け
る
山
道（
48
）、

幕
館
か
ら
山
中
峠
に
む
か
う
尾
根
道
（
78
・
79
・
80
）
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
日
程

上
の
都
合
や
ポ
イ
ン
ト
へ
向
か
う
困
難
さ
か
ら
、
未
調
査
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
完
全
な
調
査
を
目
指
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
９
割
弱
程
度
の
調
査
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
〔
地
質
調
査

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
を
把
握
す
る
た
め
の
岩
石
標
本
は
揃
え
ら

れ
た
と
考
え
る
。 

  
 

四 

石
英
斑
岩
に
関
す
る
地
学
的
判
断 

  

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
賢
治
の
「
〔
地
質
調
査
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
〕
」
に
は
、
い
く
か
の
不
可
解
さ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
繰
り
返
し
調
査
し
て
も
そ
の
不
可
解
さ
を
解
き
尽
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。 

 

そ
も
そ
も
、
私
が
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
に
興

味
を
も
っ
た
契
機
は
、
「O

paline

」
と
い
う
書
き
込
み
を
見
つ

け
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
三
ッ
沢
川
に
注
ぐ
中
ノ
又
沢
の
源
流
付

近
に
書
き
込
ま
れ
た
「O

paline

」
の
語
。
宮
城
一
男
の
『
農
民

の
地
学
者 
宮
沢
賢
治
』
（
築
地
書
館
、
昭
50
・
２
）
に
は
、
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「
オ
パ
ー
ル
〈
蛋
白
石
〉
が
密
集
し
て
存
す
る
と
こ
ろ
と
い
っ

た
意
」
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。
私
は
そ
の
こ
ろ
童
話
「
楢
ノ
木

大
学
士
の
野
宿
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
と
く
に
、
オ
パ
ー
ル

の
モ
チ
ー
フ
の
出
所
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
私
は
「
オ
パ
ー

ル
〈
蛋
白
石
〉
が
密
集
し
て
存
す
る
と
こ
ろ
」
に
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
思
い
に
負
け
、
中
ノ
又
沢
一
帯
を
調
査
し
て
み
る
こ

と
に
し
た
。
し
か
し
、
は
じ
め
は
、
ど
の
沢
が
中
ノ
又
沢
な
の

か
も
わ
か
ら
ず
、
最
終
的
に
は
中
ノ
又
沢
を
確
認
で
き
た
も
の

の
、
問
題
の
オ
パ
ー
ル
ら
し
き
も
の
は
ど
こ
に
も
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
宮
城
が
現
地
を
調
査
せ
ず
に
書
い
て

い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
こ
が
オ
パ
ー
ル
の
産
地
で
あ
る
こ
と

を
諦
め
る
こ
と
に
し
た
。 

 

そ
れ
し
て
も
、
な
ぜ
「O

pal

」
で
な
く
「O

paline

」
な
の
か
。

「
そ
ら
を
行
く
の
は
オ
パ
リ
ン
の
雲
」
（
詩
「
実
験
室
小
景
」
）

と
い
う
賢
治
の
用
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
、

「O
paline

」
は
オ
パ
ー
ル
の
よ
う
な
乳
白
色
を
意
味
す
る
形
容

詞
と
な
る
。
そ
れ
と
も
、
名
詞
と
し
て
の
「
土
壌
の
生
成
過
程

で
形
成
さ
れ
る
ミ
ク
ロ
単
位
の
オ
パ
ー
ル
」
（
参
照
、
『
新
版 

地
学
事
典
』
地
学
団
体
研
究
会
編
、
平
凡
社
、
平
８
・
10
）
の

こ
と
か
、
こ
の
解
釈
を
あ
て
は
め
る
こ
と
も
現
実
的
で
な
い
。

結
局
、
賢
治
が
「O

paline

」
と
記
述
し
た
意
図
は
、
不
明
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。 

 

「Q
. Porph

」
と
い
う
岩
石
名
が
あ
る
。
「Q

uartz Porphyry

」

の
略
で
「
石
英
斑
岩
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
〔
地
質
調
査

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕」で
最
も
特
徴
的
な
の
は
石
英
斑
岩
だ
ろ
う
。

サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
数
と
し
て
は
変
朽
安
山
岩
の
ほ
う
が
多
い
が
、

半
深
成
岩
の
石
英
斑
岩
は
、
お
そ
ら
く
他
の
「
〔
地
質
調
査
ル

ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
（
現
存
せ
ず
）
に
は
あ
ま
り
記
録
さ
れ
て
い

な
い
岩
種
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
「
岩
手
県
稗
貫
郡
主

要
部
地
質
及
土
性
略
図
」
を
見
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
で
、
こ
こ
で
は
、
石
英
斑
岩
の
形
成
時
期
に
つ
い
て
疑
問
を

な
げ
か
け
、新
た
な
推
定
形
成
時
期
を
提
示
し
た
い
と
考
え
る
。 

 

ま
ず
は
、
賢
治
が
執
筆
し
た
と
さ
れ
る
「
岩
手
県
稗
貫
郡
地

質
及
土
性
調
査
報
告
書
」
の
第
一
章
「
地
形
及
地
質
」
を
見
て

お
く
。
第
一
節
「
岩
石
及
び
地
質
系
統
」
第
二
項
「
火
成
岩
」

に
、
石
英
斑
岩
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。 

 

二
、
石
英
斑
岩
（
酸
性
準
深
造
岩
） 

微
細
ナ
ル
斜
長
石

及
石
英
ヨ
リ
成
レ
ル
灰
白
淡
黄
乃
至
淡
青
灰
色
ノ
緻
密
ナ

ル
石
基
中
ニ
石
英
ノ
斑
晶
ヲ
散
点
シ
（
時
ニ
之
ヲ
欠
ク
）
、

概
ネ
多
少
変
化
シ
テ
外
観
陶
土
状
ヲ
ナ
ス
、
本
岩
ハ
花
崗

岩
及
流
紋
岩
卜
同
質
ノ
岩
漿
ニ
由
来
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ?

前
者
ニ
漸
化
シ
又
往
々
後
者
ニ
酷
似
ス
石
英
斑
岩
ハ
本
部

西
部
山
地
ノ
中
央
及
南
方
ニ
於
テ
稍
大
ナ
ル
面
積
ヲ
ナ
シ

テ
露
出
シ
花
崗
岩
卜
同
シ
ク
中
生
代
ニ
迸
発
セ
ル
モ
ノ
ヽ

如
シ
。 

  
解
説
中
の
「
石
英
斑
岩
ハ
本
部
西
部
山
地
ノ
中
央
及
南
方
ニ

於
テ
稍
大
ナ
ル
面
積
ヲ
ナ
シ
テ
露
出
シ
」
は
、
「
〔
地
質
調
査

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
で
の
調
査
そ
の
も
の
か
ら
導
か
れ
た
見
解
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で
あ
ろ
う
。
賢
治
は
そ
の
石
英
斑
岩
の
形
成
が
「
花
崗
岩
卜
同

シ
ク
中
生
代
ニ
迸
発
セ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
」
と
判
断
し
て
い
る
点

に
注
目
し
た
い
。
こ
の
地
区
の
花
崗
岩
は
「
本
郡
西
部
山
地
ノ

北
方
ニ
ハ
肉
赤
色
ノ
長
石
及
緑
化
セ
ル
雲
母
ヲ
含
メ
ル
美
麗
ナ

ル
花
崗
岩
ヲ
産
ス
、
之
レ
温
泉
ノ
作
用
ヲ
受
ケ
テ
変
質
シ
タ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
紫
緑
化
ノ
一
例
ヲ
示
ス
」
と
解
説
さ
れ
て
お
り
、

賢
治
は
深
成
岩
で
あ
る
花
崗
岩
に
付
随
し
て
石
英
斑
岩
が
形
成

さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
岩
手
県
稗
貫
郡
主
要

部
地
質
及
土
性
略
図
」
に
お
い
て
、
花
崗
岩
地
帯
の
縁
を
囲
む

よ
う
に
石
英
斑
岩
地
帯
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
賢
治
の

見
解
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
英
斑
岩
の
形
成
が
「
花

崗
岩
卜
同
シ
ク
中
生
代
ニ
迸
発
セ
ル
モ
ノ
」
な
ら
ば
、
少
な
く

と
も
中
生
代
白
亜
紀
の
終
わ
る
六
千
五
百
万
年
以
前
の
形
成
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
今
回
の
調
査
で
は
、
石
英

斑
岩
と
花
崗
岩
と
の
関
係
を
確
認
で
き
る
直
接
的
な
証
拠
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
花
崗
岩
に
接
し
て
石

英
斑
岩
の
存
在
す
る
露
頭
が
観
察
で
き
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
推

定
が
可
能
に
な
る
。
花
崗
岩
と
変
朽
安
山
岩
、
変
朽
安
山
岩
と

石
英
斑
岩
の
関
係
に
つ
い
て
は
露
頭
の
観
察
か
ら
お
お
よ
そ
の

結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
花
崗
岩
は
変
朽
安
山
岩
よ
り
も

古
い
こ
と
、
石
英
斑
岩
は
変
朽
安
山
岩
よ
り
も
古
い
こ
と
で
あ

る
。 

 

残
さ
れ
た
課
題
は
石
英
斑
岩
と
花
崗
岩
と
の
関
係
で
あ
る
。

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
賢
治
が
推
定
す
る
よ
う
に
、
石
英
斑
岩

と
花
崗
岩
と
は
同
じ
中
生
代
に
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
見
方
。

も
う
一
つ
は
、石
英
斑
岩
は
花
崗
岩
よ
り
遅
れ
て
形
成
さ
れ
た
、

と
い
う
見
方
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
放
射

性
元
素
を
用
い
た
絶
対
年
代
の
測
定
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
花

崗
岩
の
形
成
期
が
中
生
代
と
い
う
こ
と
は
地
質
学
者
の
一
致
し

た
見
方
で
、
お
そ
ら
く
そ
こ
は
問
題
が
な
い
。
奥
羽
山
脈
に
露

出
す
る
花
崗
岩
で
絶
対
年
代
が
測
定
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、

す
べ
て
が
中
生
代
を
示
し
て
い
る
。
い
ま
だ
正
確
な
報
告
の
な

さ
れ
て
い
な
い
の
が
石
英
斑
岩
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
石
英
斑
岩

の
絶
対
年
代
を
測
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
測
定
用
の
石
英
斑
岩

を
選
ぶ
上
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
の
が
、
岩
石
の
変
質
で
あ

る
。
K-

Sr
法
を
用
い
る
た
め
、
岩
石
中
の
斜
長
石
の
鮮
度
が

重
要
と
な
る
。
こ
の
地
域
の
岩
石
は
新
生
代
新
第
三
紀
中
新
世

の
激
し
い
火
山
活
動
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
質
と
い
う
も

の
を
受
け
て
い
る
。
火
成
岩
も
同
様
で
、
賢
治
は
石
英
斑
岩
に

関
し
「
概
ネ
多
少
変
化
シ
テ
外
観
陶
土
状
ヲ
ナ
ス
」
と
記
述
し

て
い
る
。
絶
対
年
代
の
測
定
を
依
頼
し
た
蒜
山
地
質
年
代
学
研

究
所
に
、
か
な
り
の
数
の
石
英
斑
岩
の
標
本
を
送
っ
た
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
測
定
不
能
と
い
う
判
断
で
あ
っ
た
。
賢
治
が
採

取
し
た
場
所
で
測
定
可
能
な
石
英
斑
岩
は
、
寒
沢
川
の
中
流
に

あ
る
ポ
イ
ン
ト
20
（
写
真
90
）
一
ヶ
所
の
み
で
あ
っ
た
。
一
ヶ

所
で
は
心
も
と
な
い
の
で
、
賢
治
が
採
取
し
た
場
所
に
限
定
せ

ず
、
調
査
区
域
付
近
で
斜
長
石
の
新
鮮
な
石
英
斑
岩
を
探
す
こ

と
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
出
羽
沢
に
入
っ
て
ほ
ど
近
い
出
羽

沢
橋
の
手
前
に
あ
る
石
英
斑
岩
の
露
頭
（
写
真
91
）
か
ら
採
取

し
た
標
本
（
写
真
92
）
が
測
定
可
能
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

―204― 



宮沢賢治文学における地学的想像力（十一） 

 

(20)

測
定
可
能
な
石
英
斑
岩
が
、
こ
れ
で
二
ヶ
所
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
寒
沢
川
系
と
出
羽
沢
系
と
い
う
こ
と
で
、
採
取
地
の
バ

ラ
ン
ス
も
よ
い
。 

 

蒜
山
地
質
年
代
学
研
究
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
測
定
結
果
は
、

ナ
ン
バ
ー
20
の
石
英
斑
岩
が
一
千
二
百
八
十
七
万
年
前
（
誤
差

±
六
十
四
万
年
）
、
出
羽
沢
橋
手
前
の
石
英
斑
岩
が
一
千
五
百

九
十
万
年
前
（
誤
差
±
百
七
十
万
年
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

地
質
年
代
で
い
え
ば
、
両
標
本
と
も
新
生
代
新
第
三
紀
中
新
世

で
あ
る
。 

 

変
質
を
受
け
て
い
る
石
英
斑
岩
と
変
質
を
受
け
て
い
な
い
石

英
斑
岩
と
の
間
に
、
何
ら
か
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
の
か
。
例

え
ば
、
形
成
期
の
大
幅
な
違
い
な
ど
が
存
在
す
る
の
か
。
厳
密

に
考
え
た
場
合
、
課
題
と
し
て
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思

う
。
た
だ
、
蒜
山
地
質
年
代
学
研
究
所
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て
、
同
一
地
域
に
存
在
す
る
半
深
成
岩
と
い
う
こ
と
を
前
提

と
す
る
と
、
変
質
し
て
測
定
不
能
の
石
英
斑
岩
も
ほ
ぼ
同
時
期

の
形
成
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
根
拠
の
あ
る
こ
と

だ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と

も
、
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
上
で
石
英
斑
岩
と
判

断
さ
れ
た
岩
相
の
一
部
は
、
賢
治
の
推
定
す
る
よ
う
な
、
中
生

代
（
白
亜
紀
）
に
花
崗
岩
と
と
も
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
な
い

こ
と
だ
け
は
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

参
考
の
た
め
に
、
ポ
イ
ン
ト
20
の
標
本
と
出
羽
沢
橋
手
前
で

採
取
し
た
標
本
の
薄
片
顕
微
鏡
写
真
を
提
示
す
る
（
写
真
93
、

94
）
。 

 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
  

石
英
斑
岩
の
形
成
期
以
外
に
も
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
す
べ

き
課
題
は
あ
る
が
、
地
学
を
専
門
と
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
私

に
と
っ
て
、こ
れ
以
上
の
調
査
は
必
要
で
な
い
よ
う
に
も
思
う
。

宮
沢
賢
治
の
地
質
学
者
と
し
て
の
仕
事
の
お
お
よ
そ
を
再
現
で

き
た
こ
と
を
も
っ
て
、
よ
し
と
し
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
了
） 
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